
リサイクル率の豆知識

リサイクルという日本語が最初に使われたのは
昭和48(1973年)10月から12月のオイルショックを契機として
昭和49(1974)年3月に設立された「リサイクル運動市民の会」が
最初であり,ロケット博士の糸川英夫氏が名付け親とされています。

ちなみに糸川英夫博士は日本で最初に作られたロケット
「ペンシルロケット」の開発責任者。
日本の宇宙開発・ロケット開発の父と呼ばれる人なんだ。

e-Statにアクセスし組織をクリック

環境省をクリック

活用例
18

SDGs…自分たちの未来のために︕
都道府県別のごみのリサイクル率を地図で見てみよう

リサイクルという言葉が使われ始めて今年で50年︕
地図で見てみよう︕ごみのリサイクル率NO.1の都道府県︕

シンプルレポートも︕

https://www.e-stat.go.jp/
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活用例
18

SDGs…自分たちの未来のために︕
都道府県別のごみのリサイクル率を地図で見てみよう

一般廃棄物処理事業実態調査
をクリック

最新の一般廃棄物処理事業実態調査を
クリック

処理状況 [385件]
➡全体集計結果 [9件]
➡年次[9件]をクリック

「全体集計結果（ごみ処理状況）」の
EXCELをダウンロード

今回は令和3年度のものを選択しているよ
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各都道府県のごみのリサイクル率が
わかりました

地図で見る統計（jSTAT MAP）に
取り込むためリサイクル率のデータ
を手直しする

今回は都道府県
コードを使用

１列目は
地域コード

１行目は
タイトル

（指標名）

今回は
一般廃棄物処理
事業実態調査
から数値を引用

２列目以降はデータ

EXCELで作成してCSV形式で別名保存

活用例
18

SDGs…自分たちの未来のために︕
都道府県別のごみのリサイクル率を地図で見てみよう
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ファイルをクリックし
インポートを選択

ユーザ統計をクリック



SDGs…自分たちの未来のために︕
都道府県別のごみのリサイクル率を地図で見てみよう

統計地図作成の
統計グラフ作成をクリック

ユーザデータをクリック
➡種類を「ユーザデータ」
➡グループをインポートしたCSV　　　
　ファイル

(1)
(2)

(3)
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集計地域・統計名・年または年月を
図のように設定し参照ボタンで
CSVファイルを取り込んで
アップロードを選択

登録件数を確認し問題なければ
閉じるをクリック

(1)
(2)

(3)

活用例
18



SDGs…自分たちの未来のために︕
都道府県別のごみのリサイクル率を地図で見てみよう
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都道府県別のごみの
リサイクル率が色分けされて
地図に表示されました

統計地図作成の
レポート作成をクリック

インポートしたCSVファイルの
リサイクル率を指標選択
➡次へをクリック

集計単位を都道府県
集計範囲を全国にして
集計開始をクリック

(1)

(2)

(1)

(2)

(3)
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活用例
18
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シンプルレポートをクリック

グラフ情報一覧のリサイクル率を
選択しExcelレポート作成をクリック
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活用例
18

SDGs…自分たちの未来のために︕
都道府県別のごみのリサイクル率を地図で見てみよう

ダウンロードをクリック

色分けされた地図とリサイクル率の
データがダウンロードできました
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